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◆大隅地区研究協力校『指導法改善』研究公開が開催されました

　11月 28日（金）に、大崎小学校にて標記の会が開催されました。平成 25・26年の２か年にわたり『み
んなが分かる授業の創造』を研究主題に、授業における指導法の改善、基本的な生活習慣と学力との関係、
効果的な家庭学習のあり方について研究を進めてきました。当日は、町内外から70名を超える参加者があり、
６年生の国語、３年生の算数の授業が公開されまし
た。基本的な生活習慣が身に付くことで学力が高ま
ることや、どの学年、どの教室でも同じような学習
のきまりを設定し、共通に実践することで、子ども
に身に付けさせたい思考力や表現力を高めることに
つながることなどが成果として発表されました。参
加された先生方からは、学校全体が一つにまとまり
研究を進めていること、確実な成果が見られること
を称賛する感想が聞かれました。

◆大崎町子ども会大会の開催について

◆『人権教育総合推進地域事業』推進協力校授業公開が開催されました

　本町は、平成 24年４月から３年間、文部科学省の『人権教育総合推進地域事業』の指定を受け、学校・家庭・
地域が連携し、町民一人ひとりの人権意識の高揚や人権感覚の育成に取り組んできました。
　菱田小学校では、推進協力校として、総合的な学習の時間で取り組む人権学習について、４年生と６年生
の授業を公開しました。当日は町内７校の先生方に加え、遠くは熊本県からも参加が見られ、人権意識を高
めたり、人権に関する理解を深めたりする授業について、意見交換が行われました。人権について真剣に考
えたり、意見交換したりする子どもたちの様子が見られました。また、人権教育の充実に向けた学校での取
り組みについて、菱田小学校と大崎中学校の発表も
ありました。子どもを褒めて認めること、一人ひと
りが集団の中で活躍する機会や場を多く設定するこ
とが、自他の人権を認め大切にしようとする気持ち
につながることなどが出されました。
　文部科学省の指定は終わりますが、本町はこれか
らも一人ひとりの人権が認められ尊重される学校や
社会をめざし、学校・家庭・地域が連携した取り組
みを進めてまいります。

▲昨年の活動発表の様子

　２月 22日（日）　８：30～ 12：00【期 日】

　大崎小学校運動場（雨天時：大崎小学校体育館）【場 所】

　○活動発表
　　（崎園子ども会、中沖校区子ども会、持留連合子ども会）
　○体験活動
　　（昔遊び・創作活動・そば打ち体験　など）

【内 容】

　子ども会会員・町内の児童・生徒および保護者【対象者】
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